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2. アザラシのメスの繁殖特性
○出産後の年一回の自発排卵

○着床遅延の存在

○毎年繁殖性および出産期の斉一性

○出産期決定の至近要因は、光周期刺激による着
床遅延期間の調節

(Boyd 1999)

1.1.1.1. まとめ
○明期:暗期=8.5:15.5(時間)の光条件下では、バイカルアザラシは
出産後108日目に着床する。ホルモン測定の結果もほぼ一致した。

○実妊娠期間は257日。胎仔は着床後0.063      /日で成長する

○同光条件下では、メスは周年、出産後に発情・妊娠可能。
　オスも周年、受精可能な精子を生産していると考えられた。
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3. 飼育管理上の問題
○見かけ上の妊娠期間が光条件を含めた飼育条件で変動する
ため、胎齢、出産期の推測が困難な場合がある。

○外観や体重からでは妊娠判定が困難な場合も多い。

○エコー、採血による妊娠診断を実施する際でも保定自体が困
難な場合も多い。

○黄体ホルモンの測定も確実な妊娠診断とならない場合がある。

4. メスの性ステロイド動態の特徴
○偽妊娠の存在。未妊娠個体でも、着床遅延期間中は
プロゲステロンプロゲステロンプロゲステロンプロゲステロン(P4)値が高値を示す。

○着床遅延期間をすぎても偽妊娠が継続することもある。
(黄体の長期残存)(Boyd 1999)

○着床後、黄体および胎盤由来のP4値が上昇。おそらく
胎仔性腺由来により、エストロゲンエストロゲンエストロゲンエストロゲン値も上昇。(Reijinders

1990, Boyd 1999)
ゼニガタアザラシ Phoca vitulinaの例

(Reijinders 1990 を改図)

5. 目的
○バイカルアザラシ Phoca sibiricaの繁殖生態の報
告は、Thomas et al.(1982)の野生下の断片的な記載

以降ほとんどない。

○国内複数の園館でも飼育されているが、繁殖例は
まれ。また、脂肪層が厚く、エコー診断は極めて困難。

○新潟市水族館の過去の出産例をもとに、胎仔成
長に関する繁殖パラメーターの推定を試みた。

6. 供試個体
○人工照明下で同居飼育している成獣3個体
　(オス1:メス2)での正常産および流死産例。

○日長は明期8.5時間、暗期15.5時間

7. 方法
○Hugget and Widdas(1951)にならい、 前回の出産日の
特定が可能だった流産時流産時流産時流産時、 正常出産時正常出産時正常出産時正常出産時の胎仔重量(W W W W )
の3乗根を目的変数とし、 説明変数は前回の出産日から
の日数(DDDD )として回帰式を求めた。回帰式の説明変数軸
上の接点を着床日とした。 ただし、正常出産例について
は, 一年以内の出産がなかったため、DDDDは365日とした。
サンプル数が少ないため、有意水準は10%未満とした。

○得られた回帰式をもとに, 過去の出産例すべてについ
て、後ろ向きに胎仔齢および交尾時期の推定を行った。

○ 母獣Aは, 2007年12月の流産以降, 月1回もしくは2回
の採血を行い、プロゲステロンプロゲステロンプロゲステロンプロゲステロン((((PPPP4444))))とエストラジオールエストラジオールエストラジオールエストラジオール（（（（EEEE2222））））
の血中濃度をCLIA法で測定した。

　　　　飼育環境飼育環境飼育環境飼育環境およびおよびおよびおよび照明時間照明時間照明時間照明時間

出産胎仔履歴出産胎仔履歴出産胎仔履歴出産胎仔履歴
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性性性性ステロイドステロイドステロイドステロイド測定結果測定結果測定結果測定結果
流産後100日目の採血時のP4, E2の同調したピーク

8. 結果

2007/5/19 流産胎仔
推定143日齢

2003/11/23 死産胎仔
推定214日齢

2004/7/13 流産胎仔
推定115日齢

2007/5/19 流産胎仔
推定76日齢

2006/4/18 正常産仔
推定249日齢

No.No.No.No. 母獣母獣母獣母獣 出産日出産日出産日出産日 体重体重体重体重(((( gggg)))) 吻尾長吻尾長吻尾長吻尾長(((( cmcmcmcm)))) 性別性別性別性別 状態状態状態状態

1111 AAAA 2003/11/23 2460 48 メス 死産
2222 BBBB 2004/7/13 380 約20 未記録 流産
3333 AAAA 2005/12/14 3100 58 オス 死産
4444 BBBB 2006/4/18 3860 63 メス 正常産
5555 AAAA 2006/10/8 2140 48 メス 死産
6666 AAAA 2007/5/19 740 34.3 メス 流産
7777 AAAA 2007/12/21 109 14.1 オス 流産

実妊娠期間　257日

出産

仮
定
交
尾
発
情
期
間

胎仔成長胎仔成長胎仔成長胎仔成長のののの推定式推定式推定式推定式

No.No.No.No. 母獣母獣母獣母獣 推定胎仔齢推定胎仔齢推定胎仔齢推定胎仔齢 推定着床日推定着床日推定着床日推定着床日

1111 AAAA 214 2003/4/22 2003/1/4-2/3 -
2222 BBBB 115 2004/3/20 2003/12/3-1/2 -
3333 AAAA 231 2005/4/26 2005/1/8-2/7 -
4444 BBBB 249 2005/8/12 2005/4/26-5/26 -
5555 AAAA 204 2006/3/17 2005/11/29-12/29 2005/12/14-2008/1/15
6666 AAAA 143 2006/12/26 2006/9/9-10/9 2006/10/8-11/7
7777 AAAA 76 2007/10/6 2007/6/20-7/20 2007/5/19-6/19

前回流産日前回流産日前回流産日前回流産日からのからのからのからの推定推定推定推定
交尾期間交尾期間交尾期間交尾期間

回帰式回帰式回帰式回帰式からのからのからのからの推定推定推定推定
交尾期間交尾期間交尾期間交尾期間

交尾期間は、実際の流産後30日間、もしくは回帰式から予想される
着床日の108日から78日前の期間と仮定した。

回帰式回帰式回帰式回帰式からからからから推定推定推定推定されたされたされたされた胎仔齢胎仔齢胎仔齢胎仔齢、、、、着床日着床日着床日着床日、、、、交尾期間交尾期間交尾期間交尾期間

推定推定推定推定されたされたされたされた出産胎仔出産胎仔出産胎仔出産胎仔のののの交尾発情期間交尾発情期間交尾発情期間交尾発情期間

: 回帰式からの推定

:実際の前回流産日からの推定

アザラシの繁殖年周期

9. 考察
　サンプルデータの数および質ともに限られていたため、
解析にあたって、pseudoreplication、回帰式への外挿等、

統計学上問題のある手法を用いざるを得なかった。また、
胎仔成長の回帰式は相関係数も高く、設定した棄却域で
は統計的に有意となったものの、サンプル数は少なく、

「第一種過誤」を侵している可能性もありうる。　
　しかし、園館飼育動物から入手可能なサンプルデータは
同様な制限があることが普通である。そのなかで、飼育管
理手法の改善に繋げることを主眼とし、このように限られ
たデータを扱うにあたっては、 「第一種過誤」の回避よりも 、
「第二種過誤」の回避を重視するべきである。(Kuhar 2006)

　上述の点で信頼性に難はあるが、得られた予想成長式
および推定交尾発情期からは、実用上、有益な知見が得
られた。

胎仔体重胎仔体重胎仔体重胎仔体重からからからから見見見見たたたた推定胎仔齢推定胎仔齢推定胎仔齢推定胎仔齢とととと実際実際実際実際のののの日数日数日数日数

推定胎仔齢推定胎仔齢推定胎仔齢推定胎仔齢

実際実際実際実際のののの日数日数日数日数
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推定胎仔齢推定胎仔齢推定胎仔齢推定胎仔齢とととと実際実際実際実際
のののの日数日数日数日数とのずれとのずれとのずれとのずれ


